










要約:乳幼児健康診査のあり方について最近の大きな方向は、一方で高齢化が急速に進むこ

と、他方合計特殊出生率の低下という大問題のなかで、その目標を子どもの心身の発達や

健康の増進に置こうとしている。三歳児健康診査においても平成 2年 10月に新たに視聴覚

の検査が加わり、精神発達、心理社会的な領域の選定等より総合的な健診を目指し実施さ

れてきている。このような流れの中にあって、三歳児以降の健診が行なわれていないこと

は、幼児期後半の健康への対応が抜け落ちているといわざるをえない。四歳以降において、

心身発達・心理社会的な領域に関してはこれまで発達的に獲得してきたものを統合し、新

たな発達段階を迎え、'きたるべき就学というより広い社会的生活を送るための準備期とい

える。この幼児期後半の準備期をいかに充実して送るかは、児童・思春期の心身の発達や

健康にとって重要であり、入学を直前に控えた就学時健診ではその対応は遅いし、難しい。

一方、この時期は児童期への移行期ともいえ、育児に新しい困難な問題も親は抱えること

になる。また、学校生活をひかえて親の不安・心配も多く生じ、その対応を大きく取り違

えれば子どもの心身の健康に多大な影響を与えるのであり、育児援助が必要な時期とも言

える。また、精神発達とあいまって大人の神経症に近いかたちの情緒・行動的問題一小児

神経症一も発現しやすいこと、更に軽度ないし境界線級の精神発達を示す子や、現在クロ

ーズアップされ対応をせまられている学習障害も、学校をはじめとする子どもの社会生活

の適応上重要な問題といえ、幼児期後半から適切な援助を開始しなければならない。 

そこで、四歳半から五歳に健診時期を想定した四歳半児健診において、以上述べた目標を

実現する鍵となるアンケート質問項目を設定することにした。そしてここでは精神発達、

心理社会的領域における四歳半健診の四つの目標をたて、これに従って保護者に記入を依

頼する質問票及び本領域に関する健診票チェック項目の試案を作成した。 


